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1. はじめに
現在クラウドサービス SaaS/PaaS/IaaS などをはじめ
として、” as-a-Service” な時代のサービス化が急速に
進行している。モノを設計 / 開発、製造、販売するい
わゆる製造業のモデルから、コトを設計 /開発、構築、
提供 / 運用するいわゆるサービス業のモデルへと変化
し、様々なモノがサービスとして (as-a-Service) 提供
されるようになってきている。

例えば、自動車も購入して所有するのではなく、カー
シェアリングサービスとして利用したい時に、短時間
だけ利用するサービスが人気である。家庭でもカー
シェアリングのような、所有から利用へといった意識
の変化や、得られる価値 / 成果 .vs. コストといったコ
ストパフォーマンス意識が高まっている。

そして、企業はインターネットによるサービスのボー
ダーレス化によって、グローバル競争と変化へのス
ピードに如何に俊敏に適応できるかが生き残るための
要因ともなっている。このような状況下では、自社の
IT サービスポートフォリオが、事業にとって成果を生
む価値あるビジネスサービスとスピーディーに整合さ
れている必要がある。

しかし、サービスポートフォリオを俊敏に組み換え維
持するために、企業内部のリソース / 能力だけでは、
時間とコストの問題で実現することはとても難しい。
そのため外部のリソース / 能力としてアウトソースを
活用することは必至である。

ただ、このような外部のアウトソーサを活用する選択
肢は従来から存在していたのだが、本稿で論じるのは

単一のアウトソーサの提供するマネージドサービス方
式ではなく、あくまでも複数のサービスプロバイダの
リソース / 能力をサービスとしてカプセル化して提供
してもらうマルチサービスプロバイダ方式になる。

つまり、アウトソーサは１社ではなく複数のサービス
プロバイダを上手にサービスポートフォリオに最適化
されるように組み合わせて統合管理するのである。こ
のサービスプロバイダには、クラウドサービス、デー
タセンター、通信サービス、アウトソーシングサービ
ス、サービスデスクなどが含まれる。

2. “as-a-Service” 時代のアウトソー
スの活用

では、俊敏に事業環境および技術環境の変化、競合他
社の動きなどに対応した競争力のある IT サービスを
ポートフォリオとして維持するためには、どうすれば
よいでしょうか。それには、前述したように内部リソー
スで直ぐに対応できないことは、素早く外部リソース
からソーシングして組み合わせる必要がある。
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しかし、既存のサービスやリソースと重複しないよう
に、外部リソースである複数のサービスプロバイダか
ら、適切なサービスを調達し、既存サービスと統合し
たり、新規サービスを構築し提供したりしていくため
には、それぞれのプロバイダから提供されるサービス
を統合管理するサービスインテグレータとしての能力
が必要となる。

つまり、ここで必要になる” as-a-Service" 時代のある
べきモデルが、サービスインテグレーション＆マネジ
メント (SIAM™) であり、SIAM™モデルに移行したサー
ビスインテグレータの存在が不可欠となるのである。
ただし、注意しなければならないのは、SIAM™自体は
プロセスではないため、他のマネジメントプロセスを
引き出して使用する必要がある。その他のマネジメン
トプロセスとは、ITIL®、COBIT® や PMBOK® ガイドな
どを使用することになる。

3.PnP 準拠なサービスプロバイダ
このように SIAM™モデルによって、様々なサービスプ
ロバイダからのサービスを統合して管理するために
は、例えばインシデントなどの対応やマネジメントは、
すべてのサービスプロバイダで共通化をしておく必要
がある。これは ITIL® のプロセスとして、インシデン
ト管理プロセス、イベント管理プロセス、問題管理プ
ロセス、変更管理プロセスなどを共通化しておくとと
もに、データや情報の連携に関しても協調することを
合意しておくことを意味する。そして、マルチプロバ
イダで協調して、対応することが期待されるため、マ
ルチプロバイダの代表者が参加して、統合変更諮問委
員会 (Integrated CAB) やガバナンス委員会等の委員会
を構成し、マルチプロバイダ環境における意思決定機
関とするなどの構造要素が必要となる。
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このような SIAM™エコシステム ( 様々なサービスプロ
バイダが共生する仕組み ) に参加するサービスプロバ
イダは、追加されたり交換されたりすることが容易に
できなければならない。つまり、SIAM™エコシステム
の PnP(Plug and Play) 準拠なサービスプロバイダでな
ければならない。SIAM™ PnP 準拠とは、つまり
ITIL®/ITSM の取り組みを実践しているサービスプロバ
イダで、容易に SIAM™エコシステムに参加できること
が基準となるのである。

4. まとめ
クラウドサービスがあっという間に普及し、いまやコ
モディティサービスと言われることもあるくらいのス
ピードの時代、” as-a-Service” に適応した SIAM™モデ
ルをベースとしたサービスインテグレータおよびサー
ビスプロバイダが多く存在するようになることで、事
業は容易にサービスポートフォリオを組み換え、事業
をより優位に進めることができる俊敏性とフレキシビ
リティを手に入れることができる。

日本においても、SIAM™エコシステムに参加するサー
ビスインテグレータとサービスプロバイダが急速に増
えていくことを期待したい。
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